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1.達人Cubeに対する準備

1-1. アップデートの確認
1-2.データ管理の達人への事業者情報の登録
1-3.達人Cubeへの税理士情報の登録
1-4.作成データへの反映（事業者情報）
1-5.作成データへの反映（税理士情報）
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1-1. アップデートの確認
• 達人のプログラムが最新にアップデートされているか、確認して下さい。
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1-2.データ管理の達人への事業者情報の登録

• 「データ管理の達人」の「事業者データベース」に顧問先情報を登録してお
けば、各税務ソフトウェアにて、参照しての情報登録が可能です。

①【データ管理の達人】を起動して下さい。
②【事業者データベース】⇒【DATABASE（既定）】をクリックして下さい。
③一覧から該当顧問先を探しダブルクリックして下さい。
④該当欄をダブルクリックして内容を変更できます。
⑤左側【個人情報】をクリックすると、個人情報が表示されます。
⑥該当欄をダブルクリック内容を変更できます。

③

② ⑤
④

該当顧問先が
ない場合、【新
規作成】から登
録して下さい。

「利用者識
別番号」「利
用者ID」が
登録可能
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1-3.達人Cubeへの税理士情報の登録(1/2)

• 【達人Cube】⇒【アカウント管理】⇒【契約者情報変更】で表示されるウィン
ドウの内容を入力して下さい。

※達人Cubeには、Administrator（管理権限のあるＩＤ）でログインして下さい。
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1-3.達人Cubeへの税理士情報の登録(2/2)
• 【達人Cube】 ⇒ 【アカウント管理】 ⇒ 【利用者一覧】 ⇒ 【利用されてい

るID】 ⇒ 【利用者情報変更】 ⇒ 【詳細情報】で表示されるウィンドウの内
容を入力して下さい。

個人の先生は、代表税理士
としてご登録下さい。
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1-4.作成データへの反映（事業者情報）(1/2)

• 「データ管理の達人」の「事業者データベース」に登録した顧問先情報を取
込します。

①所得税の達人のデータを開いて下さい。
②【基本情報の登録】⇒【事業者一覧】をクリックして下さい。
③事業者データベースを選択して、【確定】をクリックして下さい。
④事業者一覧が表示されますので、該当顧問先を選択して【確定】をクリック。

②
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④

③

通常は
「DATABASE(既定)」
でOK



1-4.作成データへの反映（事業者情報）(2/2)

⑤差異のある項目が表示されますので、確認し、【確定】をクリックして下さい。
→表示された項目が上書きされます。

⑥【確定】をクリックし、法人税の達人を終了して下さい。（終了時、保存する
ことを忘れないで下さい。）

【事業者情報に差異がない場合】
→④の後で、「登録されている基本情報は、

データ管理の達人の登録されている事業
者情報と同一です。」と表示されます。
【OK】をクリックして下さい。

⑤

⑥
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1-5.作成データへの反映（税理士情報）

• 達人Cubeに登録した税理士情報を取込します。
①所得税の達人のデータを開いて下さい。
②【基本情報の登録】⇒【税理士情報】⇒【税理士一覧】をクリック。
③税理士一覧が表示されますので、該当税理士をダブルクリック。
④税理士情報が取込されます。【確定】をクリックして下さい。

②

③

④
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２．申告のお知らせの確認（１）
前年に電子申告を行った顧問先に対する準備作業
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① 電子申告の達人を起動し、「国税」【5.メッセージの確認】→
【メッセージのダウンロード】をクリック。

② 表示された一覧から、税理士のチェックボックスをクリックしㇾ点を
つけ（複数選択可能）、【確定】をクリック。

③ 問合せに対しては、【OK】をクリック。
④ e-Taxへのログインが促されますので、暗証番号を入力し【確

定】をクリック。

①

③

④

②



２．申告のお知らせの確認（２）
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→ e-Taxシステムへログインすると、「追加認証」画面が表示されます。

⑤ 「マイナンバーカード以外の証明書を読み込む」を選択して【OK】をクリック。
⑥ 「メッセージボックス閲覧申請」画面が表示されるので、【認証局サービス名】をク

リックして【日税連 税理士用電子証明書（第四世代）】を選択し、【申請】を
クリックして下さい。

⑤

⑥



２．申告のお知らせの確認（３）
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→ メッセージのダウンロードが開始されます。

⑤ 「すべての処理が完了しました」と表示
されたら、【閉じる】をクリック。

⑥ ダウンロードされたメッセージ一覧から、
該当顧問先の手続き名：「所得税等、
消費税及び贈与税の申告について」を
探し、ダブルクリック。



２．申告のお知らせの確認（４）
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⑦ メール詳細が表示されますので、
【お知らせ】をクリック。

→「申告のお知らせ」が表示されます。



お知らせなどのメッセージ確認の際に、大量のメッセージから該当
メッセージを探すのは非常に大変ですので、一番単純でわかりやす
い表示方法の一例をご案内します。

２．申告のお知らせの確認（５）
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① スクロール

② 「格納日時」の項目名を2回クリック。
→格納日時順（降順▼）に並びます。



所得税の達人に、e-Taxのメッセージボックスから予定納税額を取
込することができます。
・「基本情報の登録」画面

２．申告のお知らせの確認（６）
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【参照】ボタンをクリックすると、
予定納税額を取込できます。



Memo
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３．電子申告までの流れ
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(1)所得税の達人で申告書及び添付資料を作成
する。（所得税の達人）

(2)電子申告の達人を起動し、所得税の達人か
らデータを取込み電子申告データを作成す
る。

(3)基本情報・その他帳票を確認する。

(4)電子署名を行い、送信する。

(5)メッセージボックスを確認する。

！！達人Cubeで電子申告する前に、アップデート機能を利用し、【達人Ｃｕ
ｂｅ】、【達人シリーズ】のプログラムが最新であることを確認して下さい。

（電子申告の達人）



４．所得税の達人で作成する帳票
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電子申告するには、以下の帳票を作成して下さい。
・決算書又は収支内訳書
・申告書及び添付資料
・第三者作成書類の作成※１、送信票（兼送付書）
・税務代理権限証書等

※１：第三者作成書類（源泉徴収表、領収書等）を税務署
へ提出しない場合は、必ず作成して下さい。



４．所得税の達人で作成する帳票
決算書
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１㌻～４㌻までを、
財務ソフトからの連動
及び手入力等で作成
して下さい。



４．所得税の達人で作成する帳票
申告書及び添付資料
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【■入力用帳票】を作成頂くと申告
書、第三者作成書類の記載事項に
情報が自動転記され、作成しやすく
なりました。

入力用帳票 申告書及び添付資料

申告書及び添付資料を
作成して下さい。



４．所得税の達人で作成する帳票
第三者作成書類の記載事項
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入力用帳票を作成して下さい。送信に必要な情報は
第三作成書類の記載事項に自動転記されます。

この資料は、電子申告において「第三者
作成書類の添付省略」を選択する場合は、
送信する必要があります。



４．所得税の達人で作成する帳票
送信票（兼送付書）
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ダブルクリック

手動設定する場合は、「電子申告
で送信」 ／「提出を省略」 ／「イ
メージデータの送付」／「別途送付」
のいずれかを選択して下さい。

※【データ取込】ボタンをクリックし、取り
込みを確認するメッセージ画面で
【OK】をクリックすると、作成している申
告書等は「電子」欄に、第三者作成
書類･･･を作成したものは、「添付省
略」欄にチェックが自動的に付与されま
す。



４．所得税の達人で作成する帳票
税務代理権限証書
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「税務代理権限証書」及び「税理
士法第33条関連」の書面を作成して
下さい。

作成は完了です。



5. 所得税の電子申告

5-1.電子申告データを作成する。（【取込】）
※エラーが発生した場合の処理

5-2.署名を付与する。（【署名】）
5-3.送信する。（【送信】）
5-4.受信通知を確認する。（【メッセージ確認】）
5-5.イメージ添付書類の作成
5-6.イメージデータで送信できる帳票
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① 「国税電子申告」→【1.取込】をクリックして下さい。
② 【達人シリーズからの取込み】をクリックして下さい。

5-1.取込(1)
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チェックすると「作成状況」が
「送信済」になっているデー
タは、表示されなくなります。

①

②



5-1.取込(2)
③ 【手続きの種類】【法人個人区分】を選択し、【次へ】をクリックして

下さい。
④ 【税目】【申告年度】【手続き名】を選択し、【確定】をクリックして

下さい。
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→ インポートプログラムが起動されます。

③

④

手続きの書類：申告
法人個人区分：個人
を選択して下さい。

税目：所得税申告
申告年度：平成30年度
手続き名：「所得税及び
復興特別所得税申告」
を選択して下さい。

【準確定申告の電子申告について】
準確定申告の電子申告は（所得税法第172
条申告）のみが送信可能です。納税者が死亡
した時の準確定申告は、e-Tax未対応のため電
子申告できません。



5-1.取込(3)
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⑤

⑥

⑦

⑧

⑤【次へ】をクリックして下さい。 ⑥【確定申告・修正申告】を選択し、
【次へ】をクリックして下さい。

⑦【参照】をクリックして下さい。 ⑧取込するデータにチェックをつけて、
【確定】をクリックして下さい。

複数選択可能です。



5-1.取込(4)
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⑨【次へ】をクリックして下さい。 ⑩【完了】をクリックして下さい。

⑪取込する帳票の名称が一覧表示されます。【確定】をクリックして下さい。

⑨ ⑩

⑪

チェックを外した帳票は
取込されません。



5-1.取込(5)
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⑫

→取込された申告データが表示されます。

⑫取込み完了メッセージが表示されます。
【閉じる】をクリックして下さい。



5-1.取込 プレビュー

①プレビューするデータを選択し、【詳細】をクリックして下さい。
②「帳票確認」画面が表示されます。【確定】をクリックして下さい。
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【取込したデータの内容を確認する】

取込した帳票が切替できます。

【基本情報確認】
をクリックすると、基
本情報が確認で
きます。①

②

→帳票のプレビュー画面が表示されます。



5-1.取込 エラーがある場合

Ｑ．取り込んだデータにエラーがあるとメッセージが表示されたら？
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Ａ．前項の「1.取込」⇒【変
更】ボタンでエラー確認が可
能です。「基本情報」と文字
項目については修正が可能
です。

• 電子申告データを修正しても、業務ソフトウェア（所得税の達人）のデー
タは修正されません。

• 業務ソフトウェア（所得税の達人）のデータを修正した場合、再度電子
申告の達人に取込して下さい。



5-1.取込 帳票のエラー修正
①エラーのデータを選択し、【変更】をクリックして下さい。
②エラーになっている帳票をクリックして下さい。
③【エラー詳細】をクリックし、エラーの内容を確認して下さい。
④【プレビュー】をクリックし、エラーを修正して下さい。
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状態が「エラー（値不正）」になっています。

帳票のプレビュー画面
が表示されます。文字
項目の修正ができます。

①

エラーの場所とエラー
内容が確認できます。

②

③ ④



5-1.取込 基本情報のエラー修正
①【基本情報】タブをクリックしてから、【編集】をクリックして下さい。
②【確定】をクリックして下さい。
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エラーがある場合、エラーの内
容が表示されます。
この画面で基本情報のエラー
が修正できます。

①

②



（参考）検証

①「国税電子申告」→「2.検証」をクリックし、検証するデータにチェックをつけて下さい。
②【スキーマチェック】をクリックして下さい。
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スキーマチェックが
開始されます。

①

②

電子申告データのファイル構造に問題がないかをチェックする機能です。
検証を実施しなくてもデータを送信することができますので、この作業は省略することができます。
送信件数が多い場合、事前に検証を実施すると送信時間が短縮されます。

データに問題がない場合、事前
検証結果が「正常」になります。
「正常」ではない場合、データを
修正して下さい。

全てのデータに
チェックをつける場
合、【全選択】をク
リックして下さい。



Memo
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5-2.署名(1)
①「国税電子申告」→「3.署名」をクリックし、署名するデータにチェックをつけて下さい。
②【署名追加】をクリックして下さい。
③認証局サービス名を選択し、【確定】をクリックして下さい。
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全てのデータに
チェックをつける場
合、【全選択】をク
リックして下さい。

①

②

③

「日税連 税理士用電子証明書（第四世代）」
を選択してください。



5-2.署名(2)
④PINコードを入力し、【OK】をクリックして下さい。
⑤「電子証明書確認」画面が表示されたら、【OK】をクリックして下さい。
⑥「署名が完了しました」と表示されたら、【OK】をクリックして下さい。
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署名済

作成状況が「署名済」
になります。

④

⑤

⑥



5-3.送信(1)
①「国税電子申告」→「4.送信」をクリックし、送信するデータにチェックをつけて

下さい。
②【送信】をクリックして下さい。
③「送信を行いますか？」と表示されたら、【はい】をクリックして下さい。
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全てのデータにチェックを
つける場合、【全選択】
をクリックして下さい。

①

②

③



5-3.送信(2)
④税理士の利用者識別番号が表示されていることを確認してから、【確定】を

クリックして下さい。
⑤「送信状況」画面が表示されたら、【完了】をクリックして下さい。
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送信状況

完了

利用者識別番号 利用者名 状況
xxxxxxxxxxxx 税務 太郎 送信完了
申告・申請等データの送信が完了しました。

チェックをつけると暗証
番号が保存できます。

④

⑤

暗証番号に「***」が表
示されていない場合、暗
証番号を入力して下さい。

【参照】から利用者
を変更することがで
きます。



5-3.送信(3)
⑥ 「送信が完了しました。」と表示されたら、【OK】をクリックして下さい。
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電子申の達人

OK

送信が完了しました。
詳細は「送信結果」ボタンよりご確認ください。

⑥

作成状況が「送信済」になって
いることを確認して下さい。

【送信済みデータを表示しな
い】のチェックを外すと、送信した
データが表示されます。



5-3.送信 送信エラーがある場合

①送信エラーのデータを選択をしてから、 【送信結果】をクリックして下さい。
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※「即時通知」は電子申告の達人のデータベースに保存されています。

エラーの内容を確認して下さい。
エラーの原因を解消してから再
送信して下さい。

「即時通知」画面が表示されます。

【即時通知の内容を確認する】



5-4.メッセージ確認
④メッセージは送信完了と同時に自動でダウンロードされます。
「5.メッセージの確認」をクリックして、受付結果を確認したいデータを選択し、【詳
細】をクリックして下さい。
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④

【印刷】ボタンから
印刷できます。

メール詳細が表示されます。

【PDF変換】ボタンから、送信した申
告書を印刷、保存できます。ここから
印刷すると、帳票の上部に「受付番
号」「受付日時」が表示されます。

→以上で送信作業は終了です。



5-4.（参照）メッセージ確認（1/3）
※送信時、何らかの原因によりメッセージの自動ダウンロードができなかった場合は、
「税理士」で【メッセージのダウンロード】をクリックしてダウンロードして下さい。

① 【メッセージのダウンロード】をクリックし、「受信利用者確認」画面で、利用者
種別を「税理士」に設定して下さい。受信を行う税理士の「受信要否」に
チェックを入れて【確定】をクリックして下さい。

44

①



5-4.（参照）メッセージ確認（2/3）
② 税理士の利用者識別番号、利用者名であることを確認し、【暗証番号】を

登録の上、【確定】をクリックして下さい。
③ 「追加認証」画面で、「マイナンバーカード以外の証明書を読み込む」を選択

して【OK】をクリックして下さい。
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② ③



5-4.（参照）メッセージ確認（3/3）
④ 「メッセージボックス閲覧申請」画面で「認証局サービス名」を【日税連 税理

士用電子証明書（第四世代）】を選択し、【申請】をクリックして下さい。
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④

→ダウンロードが開始されます。
受信したメッセージを確認して下
さい。



（参考）データの並び順の変更
①【表示切替】からデータの並び順が変更できます。
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「メッセージ確認」画面
「格納日時」「降順」にすると
データが日付順に並びます。

①

「取込」～「送信」画面
「更新日時」「降順」にすると
データが日付順に並びます。



5-5.イメージ添付書類の作成(1)
別途書面で提出する必要がある特定の添付書類について、イ

メージデータ（PDF形式）での提出が可能です。

• イメージデータで提出できる書類は、e-Taxで指定された書類に限られます。
• 1回の送信で、ファイル数は最大136ファイル、データ容量はPDFファイル合計で

最大8MBです。
• 電子申告の達人では10回まで送信できます。

※詳細はe-Taxのホームページをご確認下さい。
・利用可能手続一覧

http://www.e-tax.nta.go.jp/tetsuzuki/tetsuzuki6.htm#Link3
・添付書類のイメージデータによる提出について

http://www.e-tax.nta.go.jp/imagedata/imagedata1.htm#Link3_2
48



5-5.イメージ添付書類の作成(2)
所得税の申告書を送信してから以下の手順を行って下さい。
①「国税電子申告」→「1.取込」をクリック、該当の申告データを選択してから、

【イメージ添付書類の作成】をクリックして下さい。
②【追加】をクリックして下さい。→「添付ファイル追加」画面が表示されます。
③【参照】をクリックして下さい。→「ファイルを開く」画面が表示されます。
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③

①

②



5-5.イメージ添付書類の作成(3)

④添付するファイルを選択し、【開く】をクリックして下さい。
⑤「添付書類名称」に任意の名称を入力し、【OK】をクリックして下さい。
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④

⑤



5-5.イメージ添付書類の作成(4)

⑥ 右上の【×】をクリックして下さい。→「保存します。よろしいですか？」と表示されます。
⑦【はい】をクリックして下さい。
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複数のファイルを
追加する場合、
②～⑤の手順を
繰り返して下さい。

⑥

⑦

イメージ添付書類のデータが作成されました。
申告書と同様に、「署名」「送信」「メッセージ確認」して下さい。



5-6.イメージデータで送信できる帳票(1/3)
（所得税確定申告等）
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主な項目 添付書類の名称

（特定増改築等）住宅借入金等特別控
除
（租税特別措置法第41条等）

①登記事項証明書
②請負（売買）契約書の写し
③住宅借入金等の残高証明書（適用１年目のみ）
④補助金等の額を証する書類
⑤長期優良住宅建築等計画の認定通知書の写し
⑥住宅用家屋証明書若しくはその写し又は認定長期優良住
宅建築証明書
⑦検査済証の写し
⑧り災証明書（その写しを含む） など

住宅耐震改修特別控除
（租税特別措置法第41条の19の２）
住宅特定改修特別税額控除
（租税特別措置法第41条の19の３）
認定住宅新築等特別税額控除
（租税特別措置法第41条の19の４）

①住宅耐震改修証明書
②請負（売買）契約書の写し
③補助金等の額を証する書類
④登記事項証明書
⑤増改築等工事証明書
⑥認定通知書の写し など

肉用牛の売却の特例
（租税特別措置法第25条）

肉用牛の売却証明書

平成30年4月1日現在



5-6.イメージデータで送信できる帳票(2/3)
（所得税確定申告等）
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主な項目 添付書類の名称

収用交換等の場合の譲渡所得等の特別控除
（租税特別措置法第33条の４）

①収用等証明書
②公共事業用資産の買取り等の申出証明書
③公共事業用資産の買取り等の証明書

特定土地区画整理事業等のために土地等を
譲渡した場合の譲渡所得の特別控除
（租税特別措置法第34条）

特定土地区画整理事業等のために土地等の買取りがあったことを
証する書類等

特定住宅地造成事業等のために土地等を譲
渡した場合の譲渡所得の特別控除
（租税特別措置法第34条の２）

特定住宅地造成事業等のために土地等の買取りがあったことを証
する書類等

農地保有の合理化等のために農地等を譲渡し
た場合の譲渡所得の特別控除
（租税特別措置法第34条の３）

農地保有の合理化等のために譲渡した場合に該当する旨を証す
る書類等

優良住宅地の造成等のために土地等を譲渡し
た場合の長期譲渡所得の課税の特例（租税
特別措置法第31条の２）

譲渡資産に関する証明書等

平成30年4月1日現在



5-6.イメージデータで送信できる帳票(3/3)
（所得税確定申告等）
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主な項目 添付書類の名称

居住用財産を譲渡した場合の長期譲渡所得
の課税の特例
（租税特別措置法第31条の３）

売却した居住用財産の登記事項証明書 など

被相続人の居住用財産に係る譲渡所得の特
別控除
（租税特別措置法第35条第３項）

①売却した被相続人居住用家屋及び被相続人居住用家屋の
敷地等の登記事項証明書
②被相続人居住用家屋等確認書
③売買契約書の写し など

居住用財産の買換え等の場合の譲渡損失の
損益通算及び繰越控除
（租税特別措置法第41条の５）

①売却した居住用財産の登記事項証明書、売買契約書の写し
②買い換えた居住用財産の登記事項証明書、売買契約書の写
し
③買い換えた居住用財産の住宅借入金等の残高証明書 など

特定居住用財産の譲渡損失の損益通算及び
繰越控除
（租税特別措置法第41条の５の２）

①売却した居住用財産の登記事項証明書、売買契約書の写し
②譲渡資産に係る住宅借入金等の残高証明書（譲渡契約締
結日の前日のもの） など

平成30年4月1日現在


